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[二二二重壷匪二二

日立エンジニアリングワークステーション"2050G/EX”ぉよび"2050G/ET”
Iトtエンジニアリングワークステー

ション2り5()(_;が発ノ己されて以来約1咋､l仁

が経過L,CAD/CAM分野からエンジ

ニアリングOA分し仲まで帖Jムく似われ,

に石してきているし)こうした小で,高

槻了氾化,砧件能化に対する安繋が強く,

2()5()(;のⅠ二位機樟として205()(;/EXおよ

ぴ2()5‖(;/E′1'を開発した(つ

1.主な特長

(1)標叩主は∴次ノ亡処即,オプションと

して十二次ノ亡処群Jljグラフイ･ソクを装備

でき,業務にfナわせて6タイプのモデ

ルが選択‾i‾i一能である(2()5()(;かJフEXへの

フィールドグレードアップも吋能)｡

(2)2り5(I〔;/ETは一軒】Jの鳥越プロセッサ

を採川し,2‥5()(_;刈`比,二次九で約こう

十九 ∴次ノ亡で約3～5倍の什能を持

ち,エンジニアリングワーークステーシ

]ン(以卜,EWSと略すL_,)の小でもトソ

プクラスの件能を実現した｡

(:i)CシェルなどⅠうS工)系コマンドの追加,

XlへJi11d()Ⅵ7Systelll払l■およぴNFS紺サ

ポートなど,EWSのスタンダードブラ

､ソトフォームに対応Lたし-,

(4)2()5()(iで開ヲ己Lたプログラムは,そ

のまま利川吋能である(-,

表l 主な仕様

機 種 ZO50G/ET 2050G/EX

シ ス テ ム装置 タ イ プ タイプA タイプB タイプC

形 名 HT-2077-G75 HT-207‾卜G76 HT-20了7-G7l

C

P

しJ

メ イ ン プロ セ ッ サ 68030ノ…■3)(33MHz)
数値演算プロセッサ 68882一昔i3)(33MHz)

主
記

憶 実メモリ】
標準実装容量 8Mバイト i6Mバイト 8Mバイト

最 大 容 量 64Mバイト

キャッシュメモリ容量 64kバイト

補
助

記

憶

フロッピー

ディスク

媒 体 3.5インチ両面高密度

記 憶 容 量 約IMバイト

ハ【ド
ディスク

記 憶 容 量 298Mバイト 660Mバイト 298Mバイト

最 大 容 量 2.9Gノマイト 3.3Gバイト 2.9Gバイト

I/0アダプタスロ ット数 7スロット

カ レ ン ダ 時 計 バッテリーパックアッフィ寸き標準装備

表

示

制

御

解 像 度 l′280ドットXl′024ドット

表 示 色

標準:l′670万色中256色同時表示

(フレームメモリ8プレーン)
オプション:l′670万色同時表示

ダ ブ ル バ ッ フ ァ 標準装備

セグメント
バッファ

標準実装容量 4Mバイト

最 大 容 量 16Mバイト

シ ス テ ム 装 置 寸 法 幅20D二く奥行き500メ:高さ620(mm)

(5)CAI二)システムHICAD/W,ソフト

ウ_L77開ヲ邑支援S上工WB,OAソフト

OFIS EVシリー-ズ,枝j和_丈弓葦システム

※l)Xl･＼･7山〔】()ヽ＼･r S〉･･山)111ほ,木川几･l｢1'の

舶十ニヲミである.

※2)NドSは,木川St111九1icr‖Sさ-SteI11S什の

佃ffl■ミである..

※二う) fiバ‥二川と6～く榊2は､斗+_小モトロ

ク)マイコンでぁる､..

ELシリーズなど,2()5〔)(二iと山桜にサポ

ートLた｡｡流姐ソフトも約2(1()木をすケ;撒

1月みである｡

2.主な仕様

2050G/EX,2()5り(i/E′rの_i二な什様

を表1に′jミす⊂.

(=‾､工製作f叶 怖紬-■卜半本溺

ター‾■拝業部)

コン ヒ_J

日立小形ビデオテックス"H什PAX”

j七勺ミ,ビデオテ･ソクス(プライベー,ト

キャブテン)システムは,利川井の操作

ノ【ナ=nfと偉人の谷副生かJ〕,八が多く駐

まる公jし件の拭い場所(駅,心音辻一軒,

ビル,デパートなど)と私1早業のム†業内

()Aとして職場で利川され,J′f実に叔フィ

l｢りメディアとして社会にた之j重しているr7

このため､Iぃて小形ビデオテックス

``HITI)AX''は,允尖したんし川サービ

スとともに,市スペース･-;甘件能の2

モデルを製.1占化Lた(図1)-_}

1.主な特長

(1)ⅠⅠITI)AX向けⅠ)-93()()プロセッサに

より,小作ラ,省エネルギーー,前作能化

をり三税Lた｡

(2)Ill′1'r)AX標準システムを′卜規模向

けと人規校向けの2モデルそろえた｡

(3)過イi紳l株制御部をすべてCPUl人JJ歳

彬とし,内j歳形ディスクとともにワン

ボックス化を十克ユ乱した｡

(4)鵡川1()()V電i蝶と一般車二紡所の温

図I H】TPAXシステム(小ラ呪模向け)

子ふり隻条件によって,偉人をさJ-Jに不払

とした｡

(5)日動竜i燦オン･オフ機能の採川に

よって,システム連Jl=字t[‾昂を必紫と

Lない｡

((;)HITI)AX糊アプリケーションバツ

ケージ(1ICSf))は,んLりtjサー｢ビス機能の

充実をl※lり,多様な僻?iニー1ズにこた

えている｡

2.主な仕様

モデル別の-i二な什様を表1に′+ミ‾‾トノ

(【】､ンニ製作1叶怖一献l拝装本汚l; コンヒ∴′_--

タ事業部)

表I 主な仕様

モテリレ

項目

HITPAX

(小規模向け)

HITPA)(

(大規模向け)

C P U D-9300ハ0 D-9300′√/30

メ モ リ 量 8Mバイト 8Mバイト

サポート回線数 仝二重Ii回線 全二重23回線

蓄積画面数* 30′000画面 90′000画面

電 力 量 約2.3k〉A 約4.4kVA

床 面 積 約7mフ 約9mご

注:*4kバイト/画面の場合
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卓上タイプのファクシミリ

記録紙保存性や印字品質を向上させ

た普通紙ファクシミリのて需要にこたえ

て,カット紙の普通紙が便川できる卓

トタイプのファクシミリHF55Mlおよ

びHF55M2(図1参照)を発売した｡

卜 主な特長

(1)レーザビームプリンタによる普通

紺:記録

記錨紙には普通紙を採用し,筆記具

を選ばず,記録画への書き込みができ

る｡捺(なつ)印も鮮やかである｡受信

紙をその£ま実用文書として利用でき,

さらに′受信後の変色や;旦色がなく,そ

のまま長期保存が可頂巨である｡

(2)スムージングによる画質補正機能

一般のファクシミリの送信モードで

送られてきた画像イ言号を,16×15.4本/

"HF55Ml”ぉよび"HF55M2”

mnT相斗今の高密度に補正することができ

る｡これによF),+と乍の巾線部分をよ

山こここ戸や､

(a)HF55M】

Jこンれ‾】一

(b)HF55M2

区II HF55シリーズ

リラ骨らかに再現し,設計1ヌlなどの細線,

細かい文字･数字なども輪郭がぼやけ

ることなく鮮明に受信できる｡

(3) 6サイズのカット紙に対んむ

記録紙にはカット紙を使用し,B4,

B5,A4,A5,さらにリーカリレ,レター

の全6サイズを使用可能とした｡HF55

M2の場合,計750枚を装着できる2段

カセットから自動的に記録紙iをi窒択し

て受信できる｡

(4)ECM(諾をり訂正機能)

CCITT(国際電信電話諮問委員会)

勧告に準拠したECM機能を備えてお†),

■瓜 他のECM機能付きファクシミリとなら,

メーカーや機種に関係なく,誤りのな

い高睡j質での送受信ができる｡

(日立製作所 情報事業本部 情報通信

システム事業部)

非線形最適化プログラム"HINJPS/HAP”ぉよび"HINLPS/M”

非線形最適化問題とは,不等式や等

∫℃で表される制約条件の‾‾卜で,目的関

数を最小にする変数群の値を求める関

越である｡非線形最適化問題は,構造

解析,/L産占十i句,統計解析,最適制御

など,多くの分野で現れる(,Lかし,

従来のこれら分野のプログラムは,ア

ルゴリズムの惟能,使い勝手がtl分に

良くはなく,子中引こ非線形最適化を行

える状況であったとは言い難いし､その

ため,やむを得ず線形に近似して解く

などの妥協策を採ることが多く,性能,

催し川券手の出い非線形最適化プログラ

ムの偶発が望まれていた｡

そこで,最新の技術を導入した非線

形最適化プログラムHINLPS/HAPお

よひ､HINIJPS/Mを開発した{,前二芹は

11‾＼エスーパーコンビュ【タS-82(),後者

はトト∴沙L(はん)ハ‾jコンピュータHITAC

Mシリーーズを対象とする｡

HINLI〕Sグ)牛与良は次のとおりである｡

(1)逐次/二二大計両法の採汀】

非線形貴通化手法として,逐次二次

計向法を採糊した｡これは,現小三,最

も優れた汎用的な非線形最適化手法で

ある｡

(2)数式入力機能

利J什昂が非線形最適化問題を数J克と

して記述すれば,【]動的に微分し,と+

的卜対数とその導関数計算テ剥プログラム

などをチト成する｡これにより,利川二古

100

の負担を大幅に軽減できる｡数土℃によ

る記述の例を図1にホす｡

(3)副プログラムとして利用叶能

HINLI)Sを由りプログラムとして利用

できるので,各利用名‾のシステムの一

部として組み込むことができる｢)

(4)S-82()サポート

問題定義

HINLPS/HAPは,S-82()のベクト

ルプロセッサを有効に利用している()例

えば,図1の間長引こ対して,HINLPS/

Mの6～8倍の性能を持つ｡大規模問

題には,より有効であるし)

=]カニ製作所 情緒事業イこ部 コンビ_1-

タ一事業部)

川
】

目的関数=ぅx壬.2言(ai-Xi)2＋1･og(2方X〒.2)→副＼化
制約条件:xi≦三x什.(i=l l10),0くxト.Z

数式記述例

VARIABLE;X=lZ=

DIMENS10N;A(=l=

DATA;A(Ⅰ)=/25,13,,3Z,49/:Ⅰ二】′=;

PAI=3.川15926535897932DO;

OBJECT】VE;

‥変数の宣言

･t配列の宣言

･=中間変数の定義

‥･目的関数の定義

SUM(Ⅰ=l′=:(A(Ⅰ)-X(1))**2)/(2*×‥12)**2)

十55.5DO*LOG(Z*PAI*X=】Z)**2);

CONSTRAINTS;

X(Ⅰ)く-X(Ⅰ＋り:l-l′l10ニ

l.OD-6く=Xいi2);

‥･制約条件の定義

図l 数式による非線形最適化問題の記述例
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日丘譜面許

フィレット曲面の生成方法

1.本発明の背景

j娃年,i汁算機を用いた三次元CAD/

CAMシステムの開発がナd淀んに行われて

いる(,そのIl-で取り扱う｢]動申,家電

梨■～J.の憲一斤ミデザインでは,臼二いに‾交差

する2r封l血｢王与jをi甘らかに接続するため

のフィレソト曲血を日動Fl勺に作成する

技術が尋蛍になっている｡フィレソト

IHl巾には,二れに横紙する二つの1Ill何

との間にJ子文語ができないこと,接触部

がうねJ_)ないことが磐求される｡とこ

ろが,日=川=耐に対してフィレットL什†

山を付加1する場合,これらのノ.■こ(を保計

するためには高精度な数イr｢指t▲算技術が

一安求される｡本発叫は,フィレ､ソト[杓
伽を山越かつ高精度に計許するための

ノノ法である｡

2.フィレット曲面の生成方法

(1)図1にホすf7二いに交差する二つの円

l=肘l【自iA,ログ)交線Cを求める｡(2)交

鵜とC_卜の点1)で交線に垂直な平向(切断

仙)Dを求少)るr,(3)切断IrliUと∴つの曲

山八,lうの断1山根Cl,C2を求める(図2)‥

Cl

Cご

図1 フィレット曲面の生成方法

＼ Cご

＼/

/

Pご

C2

.＼
Pl

∠､■

図2 切断面上での円弧発生方う去

(4)-りJ断而D卜でC.,C2をオフセ･ソト

岩βだけ移動した曲線C′】,C′2の‾交ノ∴-二(j

を求める｡(5)交点Qを中心とし,机拙CI,

C2上の∴＼くⅠ)】,P2で仙線C】,C2に接

する半襟〟の円弧Sを求める｡(6)交線C

卜のノ､■プニPの付二置および平行斤を変えて二

つのド=川什I血A,Bl星川こ円弧を連射抑Jに

発生させ,lリ弧の端∴1.(を順次接続する

ことによってフィレソト仙Iniを/l二成す

るり

3.特長･効果

(1)不発明により,従来-‾手作業でイトフ

ていたフィレソト曲血の設計をコンピ

ュータで自動化できる｡

(2)本発明ほ,球が転がるシミュレ【

ション方∫℃に比べ,フィレット､ト祥を

し]し1け二変えられるので,いわゆる‾fけ′変

半径フィレソトの作成が布端である.〕

4.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特開昭58▼16004】号

｢フィレット曲面の生成方法+

時々刻々変化する輸送･拡散場の解析方法

卜 本発明の背景

非走清一止度場,非定常i農焼場など時

帖別々1変化する輸送,拡散場の数値解

析には,f汁許時間が如いヰ=収差分法(あ

るいはイJ‾限体相法)がJ】卜､られる｡これ

は,各桁イ･止での状態岩¢～･,Jを離散系

でi言J述された椎流拡散ブナ程J七か仁J』川､f

l上り二､とにf汁節するものである｡

こ♂)従来の解析ノノー法は,輸送効米ま

START

ST巨Pl:角祁斤パラメ【タ設定

STEP2:メッシュ分割

STEP3:濡れ場設定

STEP4:初期状態量分布設定

ST巨P5:状態量分布の逐次計算

END

図l 本解析方法のフローチャート

で配慮されたもグ)ではなく,輸送効米

か_支配的な場の数他解析では解が発散

するr三吉】題があった(=ノ

本発明は,こうしたf川越の解決にノ役

〕七つ数仰二｢什女1三什に優れた数値解析法

である｡

2.本数値解析方法

本f昨析ノノ臼このフロ【チャ【トを図1

にホす.1S′1､E†)1か仁JS′1､Ef)4てづ坪析パラ

ノー一夕,メッシュ分て刊,i允れ場,納期

状態一呈1i二分イけの各設+三を子J∴)｡STEl)5

で北態El三二分‾和の途次i汁算をイ+∴)が,終

･∴･二の』川引和枝の状態は卜流側での⊥呪才l二

の状態により子太滋三さjLることをぢ▲慮L

STEP5-1

現時刻の状態量不釣合い量の計算

STEP5-2:

【_1J時間後の状態量分布の計算式(本文)

STEP5-3:

状態量分布計算結果の出力

STEP5-4:

時刻の更新/=†＋+～

て,次式により÷u∠〃_ll允側♂)柳平を
軋慮Lて計貸する′‥J

郎ミニ1一郎ミ.ノ

=ダ;三.ノ′-÷』′
F:･7】,.ノ

2∠4∫

ダ㌘汁1-ダ;ミ.ノ
十Jノ;三J土+L±⊥------一三+-一山⊥)

2∠プル

ここで1爪ま¢の空間的イ瑠くノ介い‾Eli二,∪は

¢の輸送ベクトル,』∬,』ッはそれぞれ∫

方向,J′方向の格J′一IH川南をホす｡STEI)

5-1からSTEP5-4を与えJ〕れた棟リj垣L

数だけ繰り返すことによって非滋三ノ榊輸

送,拡散場の∠安定な解析が1り▲一拍となる.)

3.特長･効果

実験に頼っていた非走ノ甘輸送,拡散

場の数他rl勺‾千守則が吋能となり,製.;川日

発期1別のく短縮,コストの紙減がlツけしる｡

4.提供技術

■ 関連特許の実施許諾

●特開日召63-24】364号

｢モンテカルロ法を用いた希薄流の流れ

の解析方法+ほかl件

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いたたいております まナニ,ノウハウについてもこ相談に応しておりますので,お気軽にお問い合わせ〈たさい

ぉ問い合わせ先は･･･株式会社日立製作所 〒川0東京都千代田区丸の内一丁巨5番l号(新丸ビル)電話(03)Z川-3=4順通)知的所有権本部ライセンス第二邪特許営業グループ
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_自重離職垂二
機能分散によるデータ入力制御方法

1.本発明の背景

CADなどに用いられる端末装置の多

くは中央計算機と接続され,機能分散

が炉lられている｡しかし,データ入力

ごとに中央計算機が処理を行っていた

ため応答速度に問題があった｡

本発明は,データ人ノJに対するJ芯答

速度を向上したデータ入力制御方法を

提供するものである｡

2.本データ入力制j卸方法の内容

データ人力状況およびシステムの概

宴を図1に,コマンドの入力操作手順

を表1に示す｡

表l コマンドの入力操作手順

操作番号 操作内容 入力案内文

ll
寸法設定コマンドを スンポウコマンド

ピック ヘンA

･ぞJ
辺Aをピック ヘンB

･｢享)
辺Bをビック

スンポウヒョウジ

イチ

しを′･
寸法値の表示位置を

ピック
スンポウチ

･与J "5''の数字をピック
5

し萱二･■甘'の数字をピック 0

r二亨1･",”の記号をピック
ツギノコマンドヲ

イレヨ

まず中央計算機は,複数のコマンド

とそれぞれのパラメータ入力順などを

中央計算機

制

型
丁

l

タ

端末装置

グラフィックディスプレイ

三:㌘ウコマンド｡､享ノ
ヘン甲
スンポウヒョウシイチ
スンポウチ
50,

ツキノコマンドヲイレヨ

l一迫-1

し2二

甘

タフーレット

ウ∴ノ(5二〕

ユニ〉寸法 (垂〕

端 末 装 置

端 末 装 置

区Il データ入力状況およびシステム概要

格納した制御データを端末装置に転送

する｡操作者が,その中の一つのコマ

ンド(例えば｢寸法設定コマンド+(丑)

を選択すると,そのコマンド名称と第

1のパラメータ人ノJ案内1史を表示し,

順次操作内容((診～⑦)に従って次に入

力すべき案内文を表示する｡

操作が終了すると入力されたデータ

を一括して小央計算機に転送し,次の

コマンド名の入力を許▼叶する｡

3.特長･効果

(1)データの入力処理およびチェック

が端末装置側で分担でき,中央計算機

の応答速度が高速となる｡

(2)中央計算機側で端末装置の入力手

順の仕様を容易に変更でき,多目的利

用がHr能となる｡
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